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猿
飛
は
水
梨
口
か
ら
一
・
七

㌔
、
屹
立
し
た
岩
壁
の
幅
二
、
三

㍍
の
隙
間
を
、
横
川
川
が
帯
状

に
流
れ
る
奇
勝
で
あ
る
。
江
戸

時
代
の
芸
藩
通
志
に
載
り
、
名

は
、
猿
が
両
岸
を
飛
び
交
う
様

に
由
来
す
る
。
黒
々
と
底
知
れ

ぬ
淵
の
上
、
鮮
や
か
な
節
理
の

岩
が
苔
や
樹
々
を
纏
い
、
美
し

１ 

   

地
図
に
は
景
勝
名
が
大
き
く

表
示
さ
れ
、
探
勝
路
沿
い
の
樹

木
や
植
物
、
滝
、
岩
、
ベ
ン
チ
、

橋
、
各
入
口
か
ら
の
距
離
板
の

位
置
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い

る
。
続
く
ペ
ー
ジ
に
は
写
真
が

多
く
、
散
策
す
る
人
に
分
か
り

や
す
い
編
集
に
な
っ
て
い
る
。

道
の
駅
「
来
夢
と
ご
う
ち
」
と
さ

１ 

                

く
も
凄
み
を
感
じ
さ
せ
る
。 

   

熊
南
峰
は
「
古
来
、
種
々
の
奇

怪
な
る
伝
説
を
生
ん
だ
魔
所

で
、
今
で
も
土
地
の
人
は
ひ
ど

く
恐
れ
て
い
る
。」
と
記
す
。
残

念
な
が
ら
、
伝
説
の
中
身
は
残

っ
て
い
な
い
。 

 

  

ん
け
ん
で
販
売
し
て
い
る
。 

 

発
行
の
き
っ
か
け
は
二
〇
一

六
年
十
一
月
、
さ
ん
け
ん
が
ネ
イ

チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
の
講
師
と
し
て

招
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奥
入
瀬
自

然
観
光
資
源
研
究
会
の
河
井
大

輔
理
事
長
が
編
集
し
た
「
奥
入

瀬
」
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
同
様
の

本
を
発
行
し
た
い
と
、
安
芸
太
田

町
企
画
課
が
岡
山
理
科
大
学
の

星
野
卓
二
名
誉
教
授
に
編
著
と

植
生
調
査
を
依
頼
し
た
。 

 
作
成
は
一
七
年
に
ス
タ
ー
ト
、

二
年
が
か
り
の
調
査
と
執
筆
、
編

集
作
業
で
完
成
し
た
。
さ
ん
け
ん

は
企
画
段
階
か
ら
関
わ
り
、
調
査

や
写
真
撮
影
で
協
力
し
、
景
勝
や

歴
史
な
ど
の
執
筆
を
担
当
し
た
。 

 

地
図
へ
盛
り
込
む
情
報
量
、
写

真
の
選
定
で
は
星
野
教
授
や
植

生
調
査
班
と
議
論
を
重
ね
た
。
松 

尾
俊
孝
理
事
は
景
勝
名
と
地
点

１ 

   

南
峰
が
初
め
て
下
流
側
か
ら

入
峡
し
た
頃
、
横
川
集
落
の
分
教

場
に
赴
任
し
た
斎
藤
露
翠
は
、
地

元
の
ヒ
ラ
ベ
（
ア
マ
ゴ
）
釣
り
名

人
に
連
れ
ら
れ
て
上
流
側
か
ら

入
り
、
猿
飛
の
景
に
感
動
す
る
。

翌
年
、
南
峰
が
露
翠
を
訪
ね
、
猿

飛
へ
の
案
内
を
求
め
、
二
人
は
運

命
的
な
出
会
い
を
果
た
す
。
こ
の 

 
 

を
熊
南
峰
ら
が
残
し
た
資
料
を

基
に
特
定
し
、
地
図
へ
載
せ
た
。 

 

「
景
勝
を
正
確
に
知
る
の
は
三

段
峡
ホ
テ
ル
の
高
下
務
さ
ん
だ

け
で
、
散
逸
の
危
機
だ
っ
た
。
地

図
に
残
せ
た
意
義
は
大
き
い
」

と
、
本
宮
炎
理
事
長
は
話
す
。
売

上
金
の
一
部
は
三
段
峡
の
保
全

活
動
に
使
わ
れ
る
。 

     

無
印
良
品
ブ
ラ
ン
ド
を
展
開

す
る
良
品
計
画
の
社
員
五
人
が

四
月
十
七
日
、
安
芸
太
田
町
井
仁

の
休
耕
田
で
、
代
か
き
前
の
粗
起

こ
し
を
し
た
。
無
印
良
品
の
顧
客

向
け
に
来
年
実
施
予
定
の
「
米
作

り
体
験
会
」
を
企
画
す
る
た
め
、

店
舗
ス
タ
ッ
フ
が
農
作
業
を
学

ぶ
の
が
目
的
。
年
六
回
の
作
業
を

経
験
す
る
。 

 
同
社
は
、
以
前
か
ら
広
島
市
内 

    

あ
た
り
の
い
き
さ
つ
は
漫
画
「
峡

友
」
に
詳
し
い
。 

   

渡
船
に
乗
ら
な
け
れ
ば
神
秘

的
な
静
寂
は
味
わ
え
な
い
。
名
勝

指
定
前
の
一
九
二
四
年
、
横
川
住

民
が
渡
船
を
始
め
た
。
当
時
は
棹

を
さ
し
て
巧
み
に
操
っ
て
い
た
。 

    

探
勝
路
と
峡
内
の
ト
イ
レ
を

清
掃
す
る
会
が
四
月
二
十
日
と

二
十
一
日
の
両
日
開
か
れ
た
。 

 

さ
ん
け
ん
メ
ン
バ
ー
十
二
人

が
参
加
し
た
二
十
日
は
、
餅
ノ

木
―
聖
湖
間
の
土
砂
や
落
ち
葉

１ 

   
 

 

の
店
舗
で
「
し
め
縄
づ
く
り
」
を

開
催
し
て
い
た
。
藁
を
自
分
た

ち
で
作
り
た
い
と
さ
ん
け
ん
に

相
談
が
あ
り
、
地
域
と
都
市
を

つ
な
ぐ
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
役
を

引
き
受
け
て
、
地
元
の
「
い
に
ぴ

ち
ゅ
会
」
と
調
整
し
た
。 

同
会
の
河
野
司
会
長
は
「
井

仁
の
景
観
を
ど
う
残
す
か
が
課

題
、
新
し
い
一
歩
に
し
た
い
」
と

期
待
を
寄
せ
る
。 

    

戦
後
、
ロ
ー
プ
が
張
り
巡
ら
さ

れ
、
手
繰
っ
て
運
行
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
元
船
頭
は
「
風
情
が

な
く
な
っ
た
」
と
嘆
い
た
と
い

う
。
三
段
峡
の
特
徴
で
あ
る
庭

園
的
な
圧
縮
性
の
あ
る
自
然
美

に
は
、
一
本
の
ロ
ー
プ
で
あ
っ

て
も
、
景
観
が
矮
小
化
す
る
可

能
性
が
あ
る
。（
松
尾 
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

   

を
取
り
除
い
た
。
積
雪
が
少
な
か

っ
た
た
め
か
昨
年
に
比
べ
砂
利

は
少
な
か
っ
た
が
、
二
十
㌔
を
超

え
る
石
が
転
が
っ
て
い
た
。 

 

二
十
一
日
午
前
は
、
「
安
芸
高

田
ト
イ
レ
掃
除
に
学
ぶ
会
」
の
六

人
と
さ
ん
け
ん
メ
ン
バ
ー
二
人

が
、
正
面
口
の
ト
イ
レ
を
素
手
で 

                 

磨
い
た
。
汚
の
ひ
ど
い
部
分
は
ヤ

ス
リ
で
削
り
落
と
し
、
水
を
流
し

た
床
は
タ
オ
ル
で
ふ
き
取
っ
た
。

午
後
は
さ
ん
け
ん
の
二
人
が
葭

ケ
原
の
ト
イ
レ
を
掃
除
し
た
。 

 

ト
イ
レ
掃
除
は
昨
年
秋
に
続

き
二
回
目
。
企
画
し
た
掃
除
に
学

ぶ
会
会
員
で
、
さ
ん
け
ん
賛
助
会

員
の
小
野
誉
里
子
さ
ん
は
「
お
も

て
な
し
の
心
で
、
掃
除
を
継
続
し

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。 

   

例
年
、
南
峰
碑
の
神
事
の
あ
と

に
開
か
れ
て
い
た
春
祭
り
が
、
今

年
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
へ

移
っ
た
。
三
段
峡
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ

ー
や
飲
食
・
物
販
の
テ
ン
ト
村
が

来
訪
者
を
楽
し
ま
せ
た
。
さ
ん
け

ん
は
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
オ

ー
プ
ン
し
、
メ
ン
バ
ー
有
志
が
三

日
間
、
そ
ば
屋
を
店
開
き
し
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

す
る
人
に
そ
の
環
境
を
知

っ
て
ほ
し
い
が
、
盗
掘
の

恐
れ
が
あ
り
、
情
報
発
信

に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
永
遠
の
課
題
だ
。 

 
 

 鳥の合唱をききながら歩く会 
        日時 ５月１８日(土)早朝５時～８時 

         集合 恐羅漢牛小屋高原駐車場  

         講師 上野吉雄さん 

         参加費 さんけん会員５００円 

申し込み先 本宮炎（☎０９０・３４２１・３０６４） 

◇  ◇  ◇  ◇ 

「山の日」深入山ゴマシジミ保全活動 
＆ネイチャーツアー 

保全活動のボランティア募集 
□６月２日（日）10時～16時 

□深入山「山の日イベント会場・さんけんブース」 

□活動、ツアーは約 1時間。会場内で随時受付 

□講師 上手新一さん 佐久間智子さん 上野吉雄さん 

□参加費 無料 

※安芸太田町が実施する「山の日イベント」です 

 

南
峰
と
歩
く 
 

㉑ 

猿
飛
（
さ
る
と
び
） 

■
ロ
ー
プ
嘆
く 

元

船
頭 

■
奇
怪
な
る
伝
説 

魔
所 

 

露
翠
が
案
内 
運
命
的
出
会
い
果
た
す 

   

▼
野
生
ラ
ン 

そ
っ
と 

さ
ん
け
ん
新
聞 
 

柔
ら
か
な
緑
の
ト
ン
ネ

ル
、
野
生
ラ
ン
が
咲
き
始

め
る
。
黒
淵
の
渡
船
か
ら

１ 
 

一口メモ 

は
屏
風
岩
の
セ
ッ
コ
ク
や

ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
が
見
ら
れ

る
。
探
勝
路
脇
に
も
貴
重

な
ラ
ン
が
あ
り
、
再
会
す

る
と
嬉
し
く
な
る
。
散
策 

    

 

さ
ん
け
ん 

 

企
画
段
階
か
ら
全
面
協
力 

良
品
計
画
社
員
が
米
作
り
体
験 

井
仁
の
棚
田 

さ
ん
け
ん 

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
担
う 

探
勝
路
・ト
イ
レ
清
掃
に
汗 

Ｇ
Ｗ 

春
祭
り
へ
参
加 
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